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（注2〕 拙稿「中国農業の地域偽造」 ( '1t孟j資木茶
積研究会編『中制の経済発照と制t1UT0°-Yi:長j台i析すE
所 1976年）。
( lt3 ) Perkins, Dwight H‘ a1gricultu1・al De-
velopment 問 China, 1368 1968, Chicago, A!dine 




































































































！ i ターノレ タール
1840 42,027 12,608 9,100 
1845 42,236 12,671 9,145 
1850 42,446 12,734 9,190 
1855 41,298 12,389 9,129 
1860 39,808 11,942 9,069 
1865 38,868 11,660 9,052 
1870 39,728 11,918 9,131 
1875 40,588 12,176 9,209 
1880 41,448 12,434 9,287 
1885 42,308 12,692 9,364 
1890 43,1槌 12,950 9,442. 
1895 43,915 13,175 9,512 
1900 44,571 13,371 9,582 
1905 45,577 13,673 9,671 
1910 46,643 13,993 9,833 I 
1915 I 47,7191 14,316 I 9,973 
1920 I 48,8551 14,657 I 10,108 
1925 I 50,2011 15,060 I 10,273 
1930 I 51,5591 15,468 I 10,433 
1935 I 53,2761 15,983 I 10,586 
19401 54,113J 16,234 l 10,659 
1945 I 54,7571 16,427 I 10,612 
1950 ! 55,1961 16,559 i 10,612 
1953 ! 58,260117,478 I 10,818 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1840～1850 I 1.0 I 1.0 I ~.1 
1850～1865 I -8.3 , -2.0 I -6.9 
1865～1900 I 13.:l 2.7 I 1/l:3 
1900～1985 I 14.S 2.8 I 11.9 
1985～1950 I 2.8 I -0.1 I 3.9 
1950～1957 i 16.o I 3.0 ! 12.6 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1840～1部臥 ~ ;i,0／年 1 ~%v／年 1 3ル／年i 0 
I -:lOO I -3削 1-300 1 -:ioo 
1850～18641 I I I I 万人／年j 万人／年！万人／年IIi人／i下
｜十150 I十150 I +150 I +150 
1864～18901 万人／年｜ 万人／年｜ ：万人／年｜ ：万人／年
1890～193引 3%。／年 I5%。／年 I7%。／年 I o 
1937～194到 1%。／年 I3 %，／年 I5ル／年 I o 
1945～1950: ;i %of年 I5 %，／年 7ル／年｜り
27 
1977120030.TIF

























































































































1931～1937《［） NARB* 80 
1931～19:17け〉 >l'AR B修J叶産 102 
1929～1933イ日 バック『土地利用』 102 
1946山 国民政府農林郁統計局 94 
1952開 国家統計局 108 
1957問 調家統計引 112 
（出所〕 (1) Buck, J. L., 0. L. Dawson and Y. L. 
¥Vu, Food and Agricultuγe in Com11111nist 
China, New York, Washington, Praeger, 1966, 
p. 10より再録。
12) Shen、T.H. ,1griru1tural Resources of 
China, Ithaca, Cornell l'niv. Press, 1951, p. 142. 
13）『偉大な10年』

























































































｜報告された｜I 1870 1890 
地域の数 ｜ 
全中国 I ss : 1.31 : 1.3s 
小炎地帯｜ 29 i 1.75 1.77 
稲｛竹也衿｜ 26 'o.日7 0ぷi









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































デ ー タ ｜米｜小麦｜雑穀｜いも｜合計
（もみ）｜ ｜ ｜ ！ 
1949年以前 / : I I 
『統計月報d1929-<:l2 I 24.8 26.3l 46.4j 2.51 100.0 
NARB 1931-37 : 22.7 24.8148.31 4.21 100.り
ARB修正値1931-371 23.4! 25.ll 47 .51 4.01 100.0 
u成推計 1929-33 ! 21. 71 22. 71 50.61 5 .01 100.0 
ノfックri：池利用J I I ! I I 28.自＇20.8i45.21 6 .21 100.0 1929廿3 I I 
1949年以後 ！ ！ 
1949 ' 25.,l 21.2146.71 6.91 100.0 
1950 24.9121.8146.0I 7.31 100.0 
1951 25.1121.6145.5! 7.8! 100.0 
1952 25.3122.1144.9 7.71100.0 
195,1 24.担122.4/44.9 7.9: 100.0 
1954 i 24.7123.ll 43.SI S.4i 100.0 
1955 i 24.1122.6J 44.3I 8.41 100.0 
1956 26.8 22.0142.41持.811似｝.0 
1957 26.7幻可41.9j 8.71100.0 
（「r',Plr) w14去と1,Jじ（ただし， p.56より作成人
%前後， 12%前後，雑穀はそれぞれ部%前後（ペ》























































































































































































































































































































































































































業』改造社昭和13年 263ページ（Buck,J. L., 


























































































































































































































































































































































































（注 1) t:稿「近代中同人 1-史」。
（注 2) Sun, Kungtu, The Economic Develop・ 
ment of Jv!anchuria in the First Ha.ゲザ the
Twentieth Century, Cambridge, Harvard Univ. 
Press, 1969. 
Ci主3) Wynne Jr., ¥,Valier, The Population of 
A1anchuria (U. S. Bureau of the Census, lnterna・ 
tional Population Statistics R巴ports,Series P-90, 
No. 7), 1958. 
（注 4) hi上悦三『中国の産業立地tζ関する研究』
アジア経済研究所 1971年 約 3章およ U'1+¥ 7 i;,・ 0 
（注 5) 『統計工作通訊JINo. 21 1957年 23}:'t。
（注 6) Liu, T. C. and K. C. Yeh, The Economy 
r~f the Chinese Mainland: National Income and 
Emnomic Development, 1933-19.59, Princeton, 
Princeton Univ. Pre回， 1965.
（討.7) Buck, J. L., 0. L. Dawson and Y. L. Wu, 
Food and Agriculture in Communist China, New 
York, Washington, Praeger, 1966. 
〔注8) Ibid., p. 1目
〔I± 9) Perkins, oρ. cit. 
仕上10) Eelくstein,Alexander, China’s E.ι開 omic
/)evelop川 ent‘Ann Arbor, The University of 
Michigan Press, 1975, pp. 135-137 
（注11) ハック幸子， Y,w;行， il波，＇＊＂燦訳『支郊の農
業』改造主l 昭和113，；ト 200201へージ（J.L. Buck, 
Land Utilization in China）。
（注12〕 Ho,Ping-ti, Studies on the Population 
of China, 1368-19.53, Cambridge, Harvard Univ. 
Press, 1959, chap. 6. 
(ii 13〕 Ibid.,chap. 6. 
(/H4) 厳中平等編If,jr倒近代経済史統計資料選輯』
科学出版社 1955年 ;354ベーシ。
( 1U5) Department of Agricultural Economics, 
National Agricultural Research Bureau, Crop Rφ・o-
rting in China, 1934, ！＇、Janking,1936, pp. 48-53目
c1_t16〕 Perkins,op. cit., p. 27. 
（注17) NARB，すなわち凶民政府のヲークは’r.
Shen によって整理され，後IC出版されたので現在利用
可 能 である（Shen,T. H., Agricultural Resources 
of China, Ithaca, Cornell Univ. Press, 1951）。
(1118〕 旧満州耕地の羽Lilをえi初iとはじめたのは天
肝心之助であ.＇て，そしつ紡県： tr満洲経済之発達』大
:m 1932年に不されている。
近代中国農業史
IV 結 垣間
第I節において近代中国における農業史のマク
ロ数量的側面に関する若干の推計を試みた。得ら
れた結果は一つの仮設とよぶべきものである。今
後の研究や中国経済史家からの御教示によって改
善したいと考えるしだいである。第H節の結論の
主なものは以下のとおりである。
(1) アヘン戦争当時，中国本部内にはフロンテ
ィアは殆どなく人口圧力がたえがたいほどのもの
となっていた。四)I省への移住，漢江流域の開拓
という歴史的事実はこの時までに完成していた。
(2) 人口圧力が極限に達した頃に太平天国が起
こった。このとき，最も肥沃な地域において人口
圧力が減少したが，同時に耕地の荒廃があった。
その回復のためには長い年月が必要であった。
(3) 19t笠紀後半以後，東北地区の開拓があり，人
口増加，耕地増加，農業生産の増加などがあった。
{4) 東北地区の開拓が一段薄した頃， H本の侵
Il，第 2次大戦がはじまって，農業の発擦は停滞
することとなった。
(5) 大平天国で減少して以後，人口の増加はと
どまるところを知らなかった。そして農業生産は
それにつれて発展した。しかしそれにみあう耕地
街積の拡大はなかったゆえに農家 1戸当たり平均
保有地面積は縮小した。それを相殺するものは単
位前積収量の増加であった。
（刷新中国において人口が急増するようになっ
たが，農業生産高はそれにつれて急増した。そし
てその大部分は単位面積収量の増大に負ってい
る。人口 1人当たり食糧生産高が却0キログラム
前後であると仮定した本稿の基礎数字は， 1970年
代の現私にもそのままあてはまる。
（諸査研究郎主任調食研究員〉
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